が 今でも はっきりと 印象に 残って いる。 「俳句 はレト 

リックの 煎じ詰めた ものである ご 「扇の かなめの よう 

な 集注 点 を 指摘し 描写して、 それから 放散す る 連想の 

世界 を 暗示す る ものである ご 「花が 散つ て 雪の よう だ 

じよ-つと ラ 

といった ような 常套な 描写 を 月並みと いう ご 「秋風 

や 白木の 弓に つる 張らん とい つたよう な 句 は 佳い 句で 

ある ご 「いくら やっても 俳句ので きない 性質の 人が あ 

るし、 始めからうまい 人 も ある ご こんな 話 を 聞かされ 

て、 急に 自分 も 俳句が やって みたくな つた。 そうして 

その 夏休みに 国へ 帰って から 手当たり次第の 材料 をつ 

かまえて 二三 十 句ば かり を 作った。 夏休みが 終わって 



状態であった ような 気がする。 雨の 日な ど 泥 まみれの 

足 を 手ぬぐい で， 、- J しごし ふいて 上がる の はいいが 絹の 

座ぶ とんに すわらされ るのに 気が引けた 記憶が ある。 

玄関の 左に 六 畳 ぐら い の 座敷が あり、 そ の 西 隣が 八 畳 

ぐらいで、 この 二 室が 共通の 縁側 を 越えて 南側の 庭に 

面して いた。 庭 は ほとんど 何も 植わって いない 平庭で、 

けんにん じがき 

前面の 建 仁 寺 垣の 向こう側に は 畑地が あった。 垣に か 

らんだ 朝顔の つるが 冬に な つ て も やっぱり がらがらに 

な つ て 残って いたよう である。 この 六 畳が 普通の 応接 

間で、 八 畳が 居間 兼 書斎であった らしい。 「朝顔 や 手 

ぬぐい 掛けに はい 上る」 という 先生の 句が あつたと 思 



らの 若干 句が 「日本」 新聞 第一 ぺ ー ジ最 下段 左す みの 

俳句 欄に 載せられた。 自分 も 先生の まね をして その 新 

聞 を 切り抜いて は 紙袋の 中に たくわえ るの を 楽しみに 

していた。 自分の 書いた ものが はじめて 活字に なって 

現われた のが うれしかった ので ある。 当時 自分の ほか 

に 先生から 俳句の 教え を 受けて いた 人々 の 中には 

くりやが わせんこう ひらか わそうこう がもうし せん 

厨 川 千 江、 平 川 草 江、 蒲 生 紫 川 (後の 原 医学博士) 等 

の 諸氏が あった。 その 連中で 運座と いう もの を 始め、 

はじめは 先生の 家で やって いたのが、 後に は 他の 家 を 

借りて やった こと もあった。 時には 先生と 二人 対座で 

十分 十 句な ど を 試みた こと も ある。 そういう とき、 い 



手紙 を かいて は ロンドンの 先生に 送った。 そうして 先 

生からの たよりの 来る の を 楽しみに していた。 病気が 

よくな つて 再び 上京し、 まもなく 妻 をな くして 本郷五 

丁目に 下宿して いたと きに 先生が 帰朝され た。 新橋 駅 

しお どめ 

(今の 汐留) へ迎 いに 行ったら、 汽車から おりた 先生が 

お嬢さんの あごに 手 を やって 仰向かせて、 じっと見つ 

めて いたが、 やがて 手 を はなして 不思議な 微笑 をされ 

たこと を 思い出す。 

やらいち よう なかね 

帰朝 当座の 先生 は 矢来 町の 奥さんの 実家 中 根 氏 邸に 

仮寓して いた。 自分の たずねた 時 は 大きな 木箱に 書物 

つち や 

の いっぱい つまった 荷が 着いて、 土屋 君と いう 人が そ 



を 残した の だそう である。 先生の 死後に 出て 来た ノ— 

トの 中に 「T のす しの 食い 方」 と 覚え書き のして あつ 

たの は、 この 時の ことら しい。 

せんだ ぎ 

千駄 木へ 居 を 定められてから は、 また 昔の ように 三 

日に あげず 遊びに 行った。 そのころ はや はリ まだ 英文 

学の 先生で 俳人であった だけの 先生の 玄関 は それほど 

にぎやかでなかった が、 それでも ずいぶん 迷惑な こと 

であった に 相違な い。 きょうは 忙しい から 帰れと 言わ 

れて も、 なんとか、 かと か 勝手な 事 を 言って は 横着に 

も 居す わって、 先生の 仕事 をして いる そばで スチュ 

ディ ォの絵 を 見たり していた。 当時 先生 はタ— ナ ー の 



I 吾輩 は 猫で ある」 で 先生 は 一足飛びに 有名に なって 

しまった。 ホト トギス 関係の 人々 の 文章 会が 時々 先生 

うち 

の 宅で 開かれる ようになった。 先生の 「猫」 のつ づき 

たかは ま 

を 朗読す るの はいつ も 高 浜さん であった が、 先生 は 

時々 はなはだ きまりの 悪そう な 顔 をして、 かたくなつ 

て 朗読 を 聞いて いた こと もあった ようで ある。 

自分が 学校で 古い フィ ロソフ ィ カル • マガジン を 見 

ていたら レヴ エレン ド • ハウ トンと いう 人の 「首つ り 

の 力学」 を 論じた 珍しい 論文が 見つかつ たので 先生に 

報告したら、 それ はお もしろ いから 見せろ というので 

学校から 借りて 来て 用立てた。 それが 「猫」 の 寒月 君 



かえるの 鳴き声 やら シ ャ ン ぺ ンを 抜く 音の 交じ つ た 表 

題 楽 的な ものが あった。 それが よほどお かしかった と 

見えて、 帰り道に 精 養 軒 前 を ぶらぶら 歩きながら、 先 

生が、 その グゥ/ \/\ という かえるの 声の まね をし 

て は 実に 腹の 奥から おかし そうに 笑う のであった。 そ 

のころ の 先生に はま だ 非常に 若 々しい 書生 つぼい とこ 

ろが 多分に あ つ たような 気がする。 

えりまき 

自分の 白い ネルの 襟 巻が よごれて ねずみ 色に な つ て 

いるの を、 きたない からと言って 女中に せんたく させ 

られ たこと もあった が、 とにかく 先生 は 江戸 ツ子ら し 

いなかな かのお しゃれで、 服装に も いろいろの 好みが 



あり、 外出のと きな ど はずい ぶんき ちんと していた も 

ので ある。 「君、 服 を 新調した から 一 つ 見て くれ」 と 言 

われる ような こと もあった。 服装に ついては 自分 は 先 

そでぐち 

生から は 落第点 を もらって いた。 綿 ネルの 下着が 袖口 

から ニ寸も はみ出し ている のが、 いつも 先生から 笑わ 

れる 種であった。 それから、 自分が 生来の わがまま 者 

でた とえば 引っ越しの 時な どで もち つ とも 手伝わな 

か つ たりす るので、 この 点で もす つかり 罰点 をつ けら 

れ ていた。 それから T は 国の みやげに 鰹節 をた つた 

一本 持って来 たと 言って 笑われた こと も ある。 しかし 

子供の ような 心で 門下に 集まる 若い者に は、 あらゆる 



論文 や、 ノ —， ^の 中から も 想像 さ れ るであろう と 思う _ 

しかし 晚 年に は 創作の ほうが 忙しくて、 こうした 研究 

の 暇がな か つ たように 見える。 

にし かたまち わせ だみ なみち よう 

西片 町に しばらくいて、 それから 早稲 田 南 町へ 移ら 

れても 自分 は 相変わらず 頻繁に 先生 を 訪問した。 木曜 

日が 面会日と きまつてから も、 何かと 理屈 をつ けて は 

他の 週日に もお しかけて 行って お 邪魔 をした。 

自分の 洋行の 留守中に 先生 は修善 寺で あの 大患に か 

ほうこう 

かられ、 死生の 間 を 彷徨され たので あつたが、 そのと 

こみ や 

きに 小宫 君から よこして くれた 先生の 宿の 絵はがき を 

ゲッ チン ゲンの 下宿で 受け取った のであった。 帰朝し 



ほうしょ うしん うた 

謡曲 を 宝生 新 氏に 教わって いた。 いっか 謡って 聞 

かされた ときに、 先生の 謡 は 巻き舌 だと 言ったら、 ひ 

どい こと を 言う やつ だと 言つ て い つまで も その 事を覚 

えて おられた。 

いっか 早稲 田の 応接間で 先生と 話 をして いたら 廊下 

の ほうから 粗末な 服装 をした 変な 男が 酔つ ばら つ た ふ 

うでう そう そはい つ て 来て 先生の 前へ すわりこん だと 

思う と、 いきなり 大声で 何 かしら 失礼な 口調での のし 

リ 始めた。 あとで 聞く とそれ は M 君が 連れて来た 有名 

な 過去の 文士の o というの であった。 連れて来た M 君 

はこの 意外の 光景に すっかり 面食ら つ て 立ち往生 をし 



勝手の ほうの 炉の そばで M 医師と 話 をして いたら 急に 

病室の ほうで 苦しそう なうな リ 声が 聞こえて、 その 時 

に また 多量の 出血が あ つ たようで あ つ た。 

臨終に は 間に合わず、 わざわざ 飛んで 来て くれた K 

君の 最後の しらせに、 人力に ゆられて 早稲 田まで 行つ 

た。 その 途中で、 車の 前面の 幌に はまった セルロイド 

の 窓越しに 見る 街路の 灯が、 妙に ぼやけた 星 形に 見え、 

それが 不思議に 物 狂わしく おどり 狂うよう に 思われた 

のであった。 

先生から はいろ いろの もの を 教えられた。 俳句の 技 

巧 を 教わった という だけではなくて、 自然の 美し さ を 



次第で ある。 

(昭和 七 年 十二月、 俳句 講座) 
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